
SARSの感染サイクル（未解明）

宿主動物：不明

ヒトへの媒介動物：不明

？

動物由来と推定

人→人ハクビシン

SARSコロナウイルス

患者発生国 ： 29ヶ国 患者8096名 死亡者774名

主な発生国 ： 中国、香港、台湾、シンガポール、カナダ、ベトナム。 （日本は奇跡的に発生無し）

実験室内感染の発生：2003年シンガポール、台湾、2004年中国 未熟な科学技術と微生物管理不十分

１２

①ベッドサイドで飛沫等から

②糞口感染（下痢）から

http://rds.yahoo.com/S=96062883/K=influenza,avian/v=2/l=IVI/*-http://www.wesleyan.edu/wsa/warn/eon/batteryfarming/dustmaskinHK.jpg


H17.6.28資料（H17.6.28 WHO最終更新）

タ イ
ヒトの発症者 １７人
（うち死亡者 １２人）
（最近の事例において、限定的
なヒト－ヒト感染の可能性があ
るとされている。）

日 本

韓 国

ベトナム
ヒトの発症者 ８７人
（うち死亡者 ３８人）

平成１５年１２月以降の高病原性鳥インフルエンザ（H5N1）発生国及びヒトでの発症事例
（ＷＨＯ・各国政府の正式な公表に基づく）

：↑のうち５月以降も発生している国

中 国

出典：WHO・ＯＩＥﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、外務省公電

：トリにおけるH5N1の発生国

インドネシア

：↑のうちヒトへの感染も認められた国

注） 上図の他、ヒトへの感染事例として、
1997年香港（H5N1 18名感染、6人死亡）
2003年香港（ H5N1 2名感染、1人死亡）
2003年オランダ（ H7N7 89名感染、1人死亡）
2004年カナダ（ H7N3 2名感染、死亡なし） がある。

マレーシアカンボジア
ヒトの発症者 ４人
（うち死亡者 ４人）

トリインフルエンザのアジアでの続発

作成：厚生労働省健康局結核感染症課

１３



鳥インフルエンザウイルス
野生水鳥が腸内に保有

①鳥同士の接触感染、

フン等を介した感染

③２種類のウイルス
の再集合で人から
人に強い感染力を
持つ新型に

②接触などによ
り、まれに人
に感染

鳥インフルエンザウイル
スのままでは、人から人
への感染はないと考えら
れている。

卵・鶏肉を食べるこ
とにより、人に感染
することはない

鳥インフルエンザウイルス

人のインフルエンザウイルス

新型インフルエンザウイルス

④新型ウイルスの出現
による人での爆発的
感染のおそれ

鳥インフルエンザと新型インフルエンザの関係鳥インフルエンザと新型インフルエンザの関係

②接触などに
より、まれ
に人に感染

１４作成：厚生労働省健康局結核感染症課


